
筑
紫
（
九
州
）
の
万
葉
集
と
風
景
画
シ
リ
ー
ズ
（
第
二
十
九
回
）

「
豊
国

と
よ
く
に

の
企
救

き

く

の
浜
」

・「
豊
国
の
企
救
」
は
九
州
の
最
北
端
に
位
置
す
る
福
岡
県
北
九
州
市
の
響

灘

ひ
び
き
な
だ

、
関
門
海
峡

に
面
し
福
岡
県
北
部
に
あ
っ
た
旧
郡
名
で
あ
り
、「
企
救
の
浜
」
の
位
置
に
つ
い
て
は
、
い
く

つ
か
の
説
が
あ
る
が
【
古
代
地
名
大
辞
典
・
本
編
】
に
よ
る
と
「
現
在
の
北
九
州
市
門
司
区

か
ら
戸
畑
区
ま
で
の
長
い
海
岸
線
で
古
昔
は
白
砂
青
松
が
続
く
景
勝
地
で
あ
っ
た
と
あ
り
、

ま
た
、
こ
の
海
岸
は
企
救
の
長
浜
・
高
浜
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
」
と
あ
る
が
、
今
は
埋
立
に
よ

り
企
救
の
浜
は
工
業
地
帯
、
都
市
化
等
に
よ
り
昔
の
面
影
は
な
い
。

（
写
生
地
）

い
に
し
え
に
企
救
の
浜
が
近
く
に
続
い
て
い
た
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
門
司
港

沿
岸
か
ら
関
門
海
峡
と
対
岸
の
山
口
県
下
関
風
景
を
描
く
。

（
杏
花
）



・
万
葉
の
時
代
に
は
九
州
を
統
合
す
る
政
治
機
関
で
あ
っ
た
大
宰
府
と
大
和
に
あ
る
都
と
を

つ
な
ぐ
交
通
路
は
急
速
に
整
備
さ
れ
、
現
在
の
北
九
州
の
門
司
、
小
倉
、
若
松
を
経
て
大
宰

府
に
向
か
う
多
く
の
公
用
人
や
所
用
の
あ
る
私
人
た
ち
が
通
行
し
た
と
見
ら
れ
る
。

長
い
旅
路
を
経
て
九
州
に
入
る
と
、
海
岸
線
に
沿
っ
て
白
松
青
松
の
道
路
が
続
い
て
い
る
。

旅
人
た
ち
は
こ
の
美
し
い
景
色
に
、
し
ば
し
旅
の
疲
れ
を
忘
れ
た
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

万
葉
集
に
は
こ
の
辺
り
を
詠
ん
だ
歌
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

「
問
答
の
歌
」

１
）
豊
国

と
よ
く
に

の

企
救

き

く

の
長
浜

な
が
は
ま

行
き
暮く

ら
し

日
の

暮く

れ
ぬ
れ
ば

妹
を
し
そ
思お

も

ふ

巻
十
二
―
３
２
１
９ 

 

作
者

未
詳

（
解
説
）
豊
国
の
企
救
の
長
浜
を
一
日
中
歩
き
続
け
、
日
が
暮
れ
て
ゆ
く
と
、
そ
ぞ
ろ
に
い

と
し
い
妻
の
こ
と
を
思
い
ま
す
。

２
）豊
国

と
よ
く
に

の

企
救

き

く

の
高
浜

た
か
は
ま

高
々

た
か
た
か

に

君
待
つ
夜よ

ら
は

さ
夜よ

ふ
け
に
け
り

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

巻
十
二
―
３
２
２
０

作
者

未
詳



（
解
説
）
豊
国
の
企
救
の
高
浜
の
高
の
名
の
よ
う
に
、
高
々
に
爪
先
き
立
つ
思
い
で
、
今
か

今
か
と
君
を
待
つ
夜
は
、
も
う
更
け
て
し
ま
っ
た
。

・
こ
の
問
答
歌
は
長
い
旅
を
続
け
家
で
待
つ
、
い
と
し
い
妻
を
想
う
夫
の
歌
と
夫
の
帰
り
を

今
か
今
か
と
家
で
待
ち
続
け
る
妻
の
歌
で
あ
ろ
う
か
。

（
写
生
地
）

Ｊ
Ｒ
小
倉
駅
（
新
幹
線
口
・
北
側
）
前
か
ら
門
司
に
向
か
う
国
道
１
９
９
号
線
を
東
へ
約

５
０
０
ｍ
の
と
こ
ろ
を
流
れ
る
小
倉
港
に
注
ぐ
砂
津
川
に
架
か
る
砂
津
大
橋
を
渡
り
川
沿
い

を
５
０
ｍ
程
上
流
に
い
く
と
江
戸
時
代
の
小
倉
城
郭
の
門
の
一
つ
門
司
口
門
跡
が
あ
る
。
こ

の
前
の
道
が
門
司
方
面
に
向
か
う
九
州
諸
大
名
の
参
勤
交
代
の
道
で
あ
っ
た
。

・
こ
の
道
の
両
側
が
小
倉
北
区
長
浜
町
に
な
る
が
、
さ
ら
に
、
此
の
道
を
約
５
０
ｍ
東
へ
行

く
と
北
側
に
大
木
に
囲
ま
れ
、
歴
史
を
感
じ
る
古
社
「
貴
布
禰

き

ふ

ね

神
社
」
が
あ
る
。
こ
の
神
社

の
前
を
通
り
東
へ
向
か
う
道
が
古
く
か
ら
の
海
岸
線
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
て
い
る
。

・
今
、
貴
布
禰
神
社
か
ら
は
海
岸
部
ま
で
は
北
へ
約
５
０
０
ｍ
離
れ
て
い
る
が
、
神
社
東
側

横
の
道
路
に
は
海
側
に
向
か
っ
て
低
く
な
る
段
差
が
あ
り
、
こ
の
段
差
地
が
今
は
埋
め
立
て

ら
れ
た
が
古
く
か
ら
の
海
岸
線
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
、
こ
の
歌
で
詠
わ
れ
て
い
る
「
企

救
の
長
浜
、
高
浜
」
の
一
部
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
思
わ
れ
る
。

・
今
の
海
岸
部
の
近
く
に
日
本
の
近
代
産
業
発
展
の

礎
い
し
ず
え

と
な
っ
て
き
た
鉄
鋼
会
社
の
煙
突

が
林
立
し
て
い
る
。



（（
写
生
地
）

こ
の
万
葉
集
に
詠
わ
れ
て
い
る
古
代
の
「
企
救
の
浜
」
海
岸
線
沿
い
に
建
て
ら
れ
た
と
推
定

さ
れ
る
「
貴
布
禰
神
社
境
内
」
を
描
く
。
前
の
道
は
江
戸
時
代
の
参
勤
交
代
が
通
っ
た
道
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
杏

花
）

（
所
在
地
）
北
九
州
市
小
倉
北
区
長
浜
町
２
番
「
貴
布
禰
神
社
境
内
」

（
参
考
文
献
）
古
代
地
名
大
辞
典
、
米
津
三
郎
著
「
小
倉
藩
史
余
滴
―
【
万
葉
集
と
北
九
州
】」
な
ど


